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放射能泉浴の末梢循環器病に及ぼす効果
に関する臨床的並に実験的研究
第2編 三朝温泉入浴の臓器 コ レステ ロール値 に及ぼす影響
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第1章 緒 言
温泉入浴,特に放射能泉,アルカリ泉,戻
酸泉の入浴が,粥状硬化症に対して有効であ
ることは夙に知られているところであり,そ
の機序に関しても次第に解明されつつある.
Deschampsl)は,放射能泉であ る Bain-
1es-Bainsを用いて,Radonは C0 2と同様
に血管運動神経に対して鎮静作用を有するこ
とを証明し,又,Uzanは,Vals-1es-Bains
(アルカリ)泉の飲用及至入浴による高コレス
テロール血症治効作用について研究し,胆汁
中へのコレステロール排滑を促し,血清｢コ｣
*値を低下さすとい い,又,Franqon及 び
Peletは,夫 々Aix-leら-Bains,Bourbonne
の何れも放射能泉を用いての実験成績から,
内分泌臓器,特に副腎を刺戟することが,高
｢コ｣血症の血清 ｢コ｣値を低下させる重要
な因子であるとしている.2)
著者は,第1編に於て,放射能泉浴の血清
｢コ｣値に及ぼす影響をしらべ放射能泉入浴
は,人,家兎の血清 lコ｣の各分割を低下さ
欣 之
目 次
第3節 過 ｢コ｣食飼育+連続浴
第4章 総括及び考按
第5章 結 論
主 要 文 献
すことを認め,温泉浴による生体内酸化機転
の克進,肝機能賦活作用,異化及同化作用の
元進,下垂体副腎系の賦活,佐原を含む各内
分泌機能の元進,自律神経機能の変調,網内
系機能の賦活,体内各種ビタミン代謝 の変
調等の各種要因の綜合作用として考察し,良
つ,ラドンの直接作用も加味せられているで
あろうと報告したが,温泉入 浴 は,あ くま
で,全身組織/＼の反聾が基調であり,当然,
各組織臓器も変調を受けるであろう.
こゝに於て,各臓器 ｢コ｣の変動を知るこ
とが重要な意義を持つと考えられるが,温泉
入浴の臓器 ｢コ｣値に及ぼす影響についての
研究は,末だ見ないところであり,著者は,
白鼠を用い,放射能泉入浴の臓器 ｢コ｣値に
及ぼす影響を検索した.
(廿以下,コレステロールは,すべて,｢コ｣と略記す)
第2章 実験材料並に実験方法
単回浴:原則として,体重 150g内外の健
康雄性白鼠を撰び,出来るだけ同じ条件にて
飼育し,測定日には,前日夕方より絶食させ
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ておき,浴温430±loCのヒスイ泉,研究所
泉 (成分については第1編参照)及び研究所
水道水温浴を何れも10分間施行し,浴後30分,
及び2時間に撲殺失血死に至らしめ,直ちに
夫々の臓器の小片をとり,Honogenizerを用
いて,エ-テル,アルコール抽出液を作製
し,以下,血清 ｢コ｣測定の場合と同様に
Bloor民法の斉藤氏変法3)に準じて測定を行
った.尚,対照として,空腹時井入浴のもの
について測定を行い,之を浴前値とした.
連続浴:浴温430土1oCのヒスイ泉に3週間
に亘り,連日,5分間1回入浴を行い,入浴
節,入浴開始後第1週,第2週,第3週に,
夫々5匹宛 撲殺,失血死に至らしめ,軍国
浴の場合と同様にして,各臓器の ｢コ｣値を
測定した.
過 ｢コ｣食投与+連続浴:高 ｢コ｣食を摂
る場合の臓器 ｢コ｣に及ぼす温泉浴の影響を
見る為,毎日コレステロール結晶0.1g宛経
口的に授与し乍ら,同様にヒスイ泉連続入浴
を施行し,非入浴群と比較追究した.
測定臓器としては,生理的動揺の少いとい
われる4)節,肝,心,管,脂,副腎を撰び,
重量測定は,可及的,附着血液を充分に拭
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い,且つ,乾燥を防ぎ乍ら行った.尚,安田
5),6),7)も述べている如く,一般に,血清及
び副腎以夕日こ於ては,その含有 ｢コ｣は,殆
んど遊離 ｢コ｣で,エ.｢コ｣(結合 ｢コ｣)量
は微量であるので,肝,節,心,腎,脳につ
いては,総 ｢コ｣のみ測定し,副腎 に於 て
は,左右両側 の合計 について,絵 ｢コ｣,
工.｢コ｣及び重量を測定した.
第3章 実 験 成 績
第1節 単 回 浴
まず,対照として,早朝空腹時無処置群の
各臓器 ｢コ｣値を測定し,之を浴前の値とし
たが,その成績は第1表の如くである.
次に,淡水,研究所泉,ヒスイ泉の各入浴
後30分,及び2時間後の値は,第2,3,4表
に示す如くである.
之を各臓器毎に集約し観察すると
① 肺:
第1図に見る如く,淡水浴で は,30分値
は,や 上ゝ昇,2時間値は,略前値に複した
が,之を,その平均値について,｢対応 のな
い場合の卒均値の差の比較｣ 8),9)Ilo)を用い
て,推計学的に検定するに,5%の危険率で,
有意性を認めなかった.
Tab.1.Cholesterollevelsinvariousorgans(Control)
No･SexwBe?gEtL㌘;チ 誓 yZ;ivce.r
g lmg/g img/g img/g 芸7ga?r;t‡芸ga?i:INet-megighT rT:･ngC;･言 ･gc,･g
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Fig.1.Changesoftotalcholesterollevelsinlung
followingbathing
Plainwater
Bef.Aft.1/22hrs
mg′g
Kenkyusho-sen Hisui-no-Yu
mg/g mgノ′g
Bef.Aft.1/22hrs Bet.Aft.1/22hrs
研泉浴では,淡水浴と晴々同様の経過を示
し30分値はや 上ゝ昇,2時間間で前値に復 し
たが,有意な変化ではなかった.
ヒスイ泉浴では,30分値,2時間値とも次
第に低下を示し,之は,何れも有意性を示し
た.
即ち,脈絡 ｢コ｣値は,淡水浴乃至弱放射
能泉である研泉俗により有意な変動 を示 さ
ず,強放射能泉であるヒスイ泉俗によ り,2
時間に亘り低下を示した.
④ 腎:
第2図に見る如く,淡水浴で は,30分値
mg/ど
研究所泉浴では,30分値は変化な く,2時
間値は,や 上ゝ昇の傾向を示したが,石意の
変動ではなかった.
ヒスイ泉浴では,30分値,2時間値とも著
明な低下を示し,何れも,その変動は,有意
であった.
乃ち,腎総 ｢コ｣値は,淡水浴乃至弱放射
能泉である研泉俗により有意な変動なく,強
放射能泉であるヒスイ泉入浴により,2時間
に亘り,低値を示した.
③ 肝:
第3図に見る如く,淡水浴 では,30分値
Fig.2.Changesoftotalcholesterollevelsinkidney
fol】owingbathing
Plainwater
Bet.Aft.)/22hrs Bet,Aft.1/22hrs
mg/g
Bef.Aft.)/22hrs
は,や､上昇,2二時間値は,略々前値に複 L は,やや上昇,2時間値は,浴前値j:り低値
たが,有意な変動ではなかった. を示したが,有意な変動ではなかった･
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Tab.2.Changesoforgan二iholesterollevelsfolowlng
plainwaterbathing
(A)%hr.afterbathing.
･o･sexwBeYgdhyt
g
㍗???? ?? ?
?
?
? ????? ? Adrenal
NetweightT.C.
mg mg/g
Mean 1ll.4 112.5
????? ??
(B)2hrs.afterbathing.
Adrenal
NetweightT.C.
mg mg/g
??????
Hisui-no-Yu
Bef･Aft･l/22hrs BeE･ALE.y22hrs Bef･Aft.1/22hrs
研究所泉浴では,30分値は,や 低ゝ下を示
し,2時間値は上昇を示したが,何れ も,育
意性を認めなかった.
ヒスイ泉浴では,30分値は,著明な低下を
示し,2時間値は上昇して,前値へ復帰の憤
向を示した.その30分値のみ,有意性を示し
た.
乃ち,肝総 ｢コ｣値は,淡水浴及び弱放射
能泉である研泉俗により有志な変動 を示 さ
ず,強放射能泉であるヒスイ泉入浴により,
30分値のみ有意な低下を示した.
④心:
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Tab･3.Changesoforgarfkholesterollevelsfolowing
radioactivespringbathing(Kenkyushosen)
(A)%hr.afterbathing.
"o` sex-Be誓dhytJ芸gn7g& 1Kmi:gn?e;y ;i;vf;iH:?ga?r;tにT7gaigT1Net-megig£竃 mE孟
Mean 110.8 i10.9
(B)2hrs.afterbathing.
"o･sex-BeotgdhytLTgn7g;iKfgn?e;y
Adrenal
NetweightT.C.
mg mg/g
?? ???? ?????????
Fig.4.Changesoftotalcholesterollevelsinheart
folowingbathing
mP:LT
Plainwater Kenkyushosen
mg′g
Bcf･Aft1/'22hrs Bef.Aft･1,'12hrs.
mg′g
? ?
?
HILsui-noIYu
????????
第4図に見る如く,淡水浴では,30分値は 示した.
変動を示さず,2時間値は低下の傾向を示 し ヒスイ泉浴では,30分値は,著明な低下を
たが,有意性はなかった. 示し,2時間値は,や ,ゝ浴前値への復帰 の
研究所泉浴では,30分値,2時間値とも次 憤向を示し,その低下は,何れも有意であっ
第に低下を示したが,2時間値のみ有意性 を た.
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Tab.4.Changesoforgancholesterolleve一sfolowing
radioactivespringbathing(Hisuトno-Yu)
(A)%br.afterbathing.
"oISex-Be芸hytは gn7g;iKi?gn?e;yi;i･:;;iH:?gag;tiB:Igain;INetZegighT rfrg;1; 霊･g?;
Mean 1 7.9 ????? ??? …?? ????? ??
(B)2hrs.afterbathing.
"oISex-Beog:tLTgn7g;iKfgn77;y
?? ‥???? ? Adrenal
NetweightT.C.
mg mg/g
乃ち,心総 ｢コ｣値は,淡水浴では,有意 ⑨ 脳:
な変動なく,弱及び強放射誰泉である研究所 第5図に見る如く,淡水浴では,30分値,
泉及びヒスイ泉浴後,何れも2時間に亘り, 2時間値とも,殆んど変動を示さなかった.
低値を示した. 研究所泉浴でも,30分,2時間値とも殆 ん
Fig.5.ChangesofBraincholesterol
Plainwater Kenkyusho-もen
mg/g
BefAftl,'=2hrs riefAftl,'22hrs
Tll.L'Lr
Hisui-no-Yu
Bef･Altl/;2hrs
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ど変動を示さなかった.
ヒスイ泉浴では,30分,2時間値とも次第
に低下を示し,之等は,何れも有意であっ
た.
乃ち,脳総 ｢コ｣値は.淡水浴及び弱放射
能泉である研泉俗により,有意な変動を示さ
ず,強放射能泉であるヒスイ泉俗によ り,2
時間に亘り低下を示した.
⑥ 副腎:
第6図に見る如く,淡水浴では,総 ｢コ｣
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著明な低下を示し,2時間値は や 上ゝ昇 し
て,前値への復帰の傾向を示したが,之は,
何れも有意な変動であった.工.｢コ｣は,
30分値は,著明な低下を示し,2時間値 は,
低値を維持したが,之は,何れも有意性を示
した.
乃ち,副腎総 ｢コ｣,エ.｢コ｣は,淡水浴で
は,有意な変動なく,弱強放射能泉である研
究所泉浴,ヒスイ泉俗により,何れ も,2時
間に亘り低下を示した.
Fig.6.Changesofcholesterollevelsinadrenals
folowingbathing
plainwater Kenkyusho-各en HisuinO-Yu
mg/g Total? ? ? ?
? ?
?
? ? ?
? ?
? ?
?
?
Total
恥LArtl/,22hrs BetAft!': 2lrS
は,30分値はや 低ゝ下を示し,2時間値は,
前値に時々復したが,この変動は,何れも有
意でなかった.工.｢コ｣は,殆ん ど,見 る
べき変動を示さなかった.
研究所泉浴では,総 ｢コ｣は,30分,2時
間値とも次第に低下を示したが,2時間値の
み有意であった.工.｢コ｣も同様に,30分,
2時間値とも次第に低下を示したが,2時間
値のみ有意であった.
ヒスイ泉浴では,総｢コ｣値は,30分値は,
Total
rミel･AftI/: 2hrs
(小括):
肺総 ｢コ｣値は,ヒスイ泉入浴により,
2時間に亘り低下を示した.
腎総 ｢コ｣値は,ヒスイ泉入浴により,
2時間に亘り低値を示した.
肝絵 ｢コ｣値は,ヒスイ泉入浴により,
2時間に亘り低値を示した.
心総 ｢コ｣値は,研泉浴後2時間値,ヒ
スイ泉浴後30分,2時間値に於て,低下 を
示した.
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脳絵 ｢コ｣値は,ヒスイ泉入浴後,2時
間に亘 り有意な低下を示した.
副腎絵 ｢コ｣値及びェ.｢コ｣値は,研泉
浴後2時間値,ヒスイ泉浴後30分,2時間
値に於て,有意な低下を示した.
第2節 連 続 浴
単回入浴の場合,白鼠の各臓器｢コ｣値は,
一般に,ヒスイ泉浴群に於て,著明な低下を
示したので,著者は更に,ヒスイ泉 を用 い
て,連続入浴の場合の臓器 ｢コ｣値の変動を
索した.
第5表乃至第7図に見る如く
①肺総 ｢コ｣値は,3週間に亘り,多少,低
値を示した.
⑨腎総 ｢コ｣値は,第1週に於て,軽度上昇
後,第2,第3週は,低値を示した.
③肝総 ｢コ｣値は,第1週に於て,軽度上昇
後,第2,第3週は 低値を示した.
④心総 ｢コ｣値は,第2過まで 軽度上昇の
傾向を示し,第3過は,浴前値に復した.
⑨脳絵 ｢コ｣値は,第1週に於て,低下を示
し,以後 その値を維持した.
⑥副腎絵 ｢コ｣値は,第1過に於て,著明な
低下を示し,以後,浴前値に復した.エ.｢コ｣
値も,略々同様な経過を辿 り,第1週に於て
低下し,以後,第2遇に於て や 上ゝ昇,質
3週は浴前値に複した.
(小括):
Tab.5.Changesoforgancholesterollevelsfolowing
aseriesofbaths(Hisui-no-Yu)
No.Sex Body
weight
g
Adrenal
NetweightT.C.E.C.
mg mg/gmg/g
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Fig.7.Changesoforgancholesterollevdsfol一owing
aseriesofbaths(Hisnトno-Yu)
mg′g
LunhT
Bef.1W.2W.5W.
Heart
mg/g
mg′g
Kidney
拙
Brain
mg′/ど
Bet. 1W.2W.SW. BeE.1W.2W.5.W.
Adrenal
(EC)
? ?? ???
mg/'g
? ?? ? ???
ヒスイ泉連続入浴により,白鼠臓器 ｢コ｣
は,第1過の腎,肝の値,第2週の心の値の
外は,すべて,浴前値に比べ,低下を示した
が,之等の変動は,例数が少い為,推計学的
には何れも有意性を示さなかった.
第3節 過 ｢コ｣食飼育+ヒスイ泉連続浴
前回の実験に於る変動を更に詳かに把握す
る目的で,｢コ｣を経口的に負荷して,実 験
を行った.
その成績は,第6表乃至第8図に見る如く
で,節,肝,腎,心,脳の総 ｢コ｣値及び,
副腎の総 ｢コ｣値,工.｢コ｣値は,ヒスイ泉
入浴群に於ては,対照無処置群に比べ,何れ
も低値を示した.
(小括):
例数が少い為,推計学的検討は行っていな
いが,ヒスイ泉達浴により,過 ｢コ｣食飼育
白鼠の各臓器 ｢コ｣値の上昇が一般に抑制さ
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Tab.6.Changesoforgancholesterollevelsfolowing
aseriesofbathsincholesterol-fedrats
(A)Contro一group.
No.SexBody
weight
g
Adrenal
NetweightT.C･E･C･
mg mg/gmg/g
(B)Bathinggroup.(Hisuトno-Yu)
No.SexBody
wejght
g
Adrenal
NetweightT.C.E.C.
mg mg/gmg/g
≡〒∴ ∴ 二
れる傾向を認めた.
第4章 総括及び考按
上記実験に於て,著者は,放射能泉浴 (単
回入浴,連続入浴)により,白鼠 の各臓 器
｢コ｣値は,一般に低下を来し,特に 之は,
ヒスイ泉入浴の場合に一層,著明であること
を明らかにしたが,既に第1編に於て述べた
如く,放射能泉入浴により 血清 ｢コ｣値の
低下を来す故,之を補 う為,各臓器 ｢コ｣が
動員されるのではないかという素朴な考えの
みでは,充分説明されたとはいえない.
勿論,生体内 ｢コ｣の意義乃至,その代謝
過程は,複雑な要素に包まれ てお り,臓 器
｢コ｣値の変動についても,血清 ｢コ｣値の
場合と同様に,その機序を詳かにすることは
必ずしも容易ではない.況んや,各臓器に於
る ｢コ｣の代謝については,血清 ｢コ｣以上
に,未知の点が多く,例えば,｢コ｣の含 有
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Fig.8.Changesoforgancholesterollevelsfolowing
aseriesofbathsincholesteroトfedrats
Lung
mg/g mg/g
Kidney
Bef.1W.2W. 5W. Bef.1W.zW.5W.
Heart
mg/A mg′/g
Brain
Bet.lW.2W.5W. Bef.1W.2W. 5W,
Adrenal
(T.C,)
mg/g o mg/g
Adrenat
(EC.)
Bef.1W. 2W. 5W. Bcf. lW. 2W.5W.
量にしてから,その値は,報告者により,罪
常な差違があり,(之は,測定法の相違にもよ
るが)その意義に関しても,2,3の臓器以外
については,殆んど判っていない.
しかし,安波11),足沢12)･14),中島13',古
沢21',大島15',森永16'･17',外囲18'･19'･20',
日野24),今吉2',酒井23)等が,種々の角度か
ら検索している如く,温泉入浴が,生体内観
mg/ど
Liver
化機転乃至
物質代謝過
程を冗進さ
せ,且つ,
異化,同化
Bef･1W12WSW･ を 促 進 し
(大島25)),
又,ビタミ
ン代謝等に
変調を及ぼ
すことが,
OControI 各 臓 器 の
●Bathinggroup rコ｣含有
量を減少さ
せる一因と
なると推測
される.因
に,Hurx-
the126),
Leray27),
Lesnと28)等
によると,
｢コ｣代謝
と,基礎代
謝との間には 負の相関が認められるといわ
れ,又,Gordon29)は,不飽和脂肪酸の ｢コ｣
低下作用を,その Catabolism促進から,読
明しており,温泉の Catabolism促進作用に
よる ｢コ｣含有量の低下が推測される.
すでに 第 1編に於て詳述した如く,温泉
浴の作用機転の一つとして,所 謂,生体 防
衛機構より理解せんとする考えが あ るが,
31 松 本
Sayers30)･31)は,生体に ストレスが加わっ
た時,又は,ACTH を投与した時,副腎皮
質ホルモンの末梢に於る消費が増加し,その
濃度低下を来すことが,脳下垂体前葉 を刺
戟す ると述べ,Long32)･3､は,ACTH,
Epinephrine,潟血,火傷,寒冷曝露等のスト
レスが生体に加わると腎上体のアスコルビン
酸と共に,｢コ｣が,減少するが,下垂体別出
動物では,減少をみないことを観察し,その
機序について,｢コ｣が副腎皮質ホルモンの前
駆物質となる為としてお り,Stublfauth34)
によると,ストレスの加わった時,下垂体よ
りのACTH分泌が促進され,この ACTHが
｢コ｣分子中の側鎖を切断し,ついでA･T･
p.により,生物学的に活性のホルモンに変え
るという.其他,Conn35',Kyle36',赤須37',
Fruton38)等も ストレスにより,副腎｢コ｣
値の減少す る こ とを認 め,戸叶39'は,
Adrenaline投与時,古林40'は,ACTH投
与により,副腎 ｢コ｣値の減少 を認 め,辛
島41)は,妊娠時,副腎 ｢コ｣の減少すること
を証明し,その機序について,妊娠も一つの
ストレスとなり,｢コ｣の利用を高める為と,
述べている.
入浴後,尿中,17-KS排推量の増大するこ
とは,清水42),佐藤43),吉沢4),斉藤45),松
尾46)等により証明され,特に,放射能泉の
場合については,Haus47),Sam-Roman48)
の BadGasteinに於る業績があり,その機
序について,何れも,副腎皮質機能賦活を主
因として考えているが,福井49)によると,
人工放射能泉浴が,脳下垂体を経 由 しない
で,副腎皮質に刺戟作用を与え得るともいわ
れるが,何れにせよ,温泉入浴による副腎皮
欣 之
質 rコ｣値減少の一要因として,温泉浴 (特
に放射能泉浴)が,ストレスとして,生体に
働き,脳下垂休を経由乃至は,経 由 しない
で,副腎皮質に刺戟を与え,副腎皮質ホルモ
ンの分泌を促し,その需要に応ずる為,｢コ｣
より盛に,副腎皮質ホルモンが製造され,か
くして,副腎 ｢コ｣値は,減少すると想定さ
れる.
｢コ｣代謝に関し,肝は,その貯蔵,合成,
破壊,胆汁中への排滑,エステル化,胆汁酸
への合成の6っの機能をもつとされるが50',
放射能泉単回入浴,連続入浴の実験に於て,
ヒスイ泉単回浴を除いては,推計学的に有意
でない程度乍ら,肝 ｢コ｣値の上昇を認めた
が,これは,上記の機能のうち,｢コ｣の合
成,乃至貯蔵に及ぼす温泉浴の促進作用が,
胆汁中への排湛乃至胆汁酸への合成に及ぼす
影響を凌駕する為と解せられ る.(因に,肝
は,｢コ｣合成の最も重要な場である51),52)),
Friedman53),Bayers54)I5'は,ACTH,に
より,肝内 ｢コ｣合成は促進されるといい,
鳥居56)は,ACTH,DOCA,Cortisoneの
何れも,肝の絵｢コ｣値を増加せしめると述べ
ているが,之等の事実は,以上の推測が無理
でないことを思わせる.ヒスイ泉単回入浴に
より,肝｢コ｣値の減少したことについては,
意味づけが難しいが,前述の温泉浴による酸
化機転の冗進.胆汁酸合成乃至胆汁内 ｢コ｣
排浬の促進等の他に,保田57)の述べる如き,
放射性物質そのもののステロイドに及ぼす直
接作用により,｢コ｣の壊変乃至他物質-の
変化 (この場合,胆汁酸への変化)が促進さ
れた為ではないかと推測される.
放射能泉入浴後の腎 ｢コ｣値の変動は,大
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体,肝の場合と似た経過をとったが,安田7)
によると,腎は,脂質代謝に関し,肝と似た
機能を有するという.
脂質代謝に肺の関与することは,腸管より
摂取された乳醇が,胸管を通り,最初に流入
する実質臓器が肝であることから推測される
ところであるが4'中院58)･59)は,肺胞壁の組
織球細胞により ｢コ｣ェ.が摂取され沈着す
るといい,仲田60)は,別出肺の濯流試 験 よ
り,肺は,中性脂肪を Lipoid体に変化する
といい,中村61),片山62)は,恐らく,｢コ｣,
燐脂質を新生するならんという.研究所泉単
回俗により,肺総 ｢コ｣値の上昇したのは,
かかる作用が,一過性に冗進した為と考えら
れる.一万,放射能泉浴に於ては,ラドンの
吸入が,一つの大きな要素とな ってお り,
又,体内に取入れられたラドンの大部分は,
肺を通して,排潤される故,ラドンの影響を
最 も強く受ける臓器は,肺であり,強放射誰
泉であるヒスイ泉入浴の場合の肺 ｢コ｣値の
減少は,主にラドンの作用によると考えられ
る.
第5章 結 論
含重曹食塩放射能泉である三朝温泉 (研究
所泉及びヒスイ泉)入浴の臓器 ｢コ｣値に及
ぼす影響を 白鼠を用い,生理的動揺の少い
といわれる肺,肝,心,腎,脂,副腎につい
て検索し,次の結論を得た.
1)強ラドン泉であるヒスイ泉単回入浴 に
より,各臓器 ｢コ｣は,浴後2時間に亘 り,
低下を示した.弱ラドン泉である研究所泉単
回入浴により,肝,腎,肺以外の臓器 ｢コ｣
値は,何れも低下を示した.
2) ヒスイ泉連続入浴により,普通食 飼 育
白鼠の肝,腎以外の各臓器 ｢コ｣値は,低下
を示した.
3)ヒスイ泉連浴により,過 ｢コ｣食飼 育
白鼠の各臓器 ｢コ｣値は,対照無処置群に比
べ,何れも有意の低値を示した.
(本報告には,文部省科学研究費の補助を受け
たことを附記 し,玄に謝意を表する)
摘筆するに臨み,終始,御指導,御鞭運 を賜 わ
り,且つ,御校閲を戴いた森永数投に深甚な謝意
を表する.
筒 本論文の要旨は,第22回,第23回 日本温
泉気候学会の席上,発表した･
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Clinical and Experimental Studies of Therapeutic Effects of
Radioactive Thermal Bath on Peripheric Disorders of Circulation
Part 2.
The Effect of Radioactive Thermal Bath upon Organ
Choleterol Levels
s
Kinshi MATSUMOTO
Balneological Laboratory, Okayama University.
The author investigated the effect of radioactive hot spring bath on various
organ cholesterol levels. As experimental subjects white male rat weighing ca. 150
g. were used. The total cholesterol of the lungs, liver, heart, kidneys and brain,
and the total and ester cholesterol of the adrenals were measured by a modification
of Bloor's method.
The following results were obtained:
1) Single bath:
The concentration of the total cholesterol of these organs and the ester cholesterol
of adrenals decreased for two hours after a radioactive "Hisui-no-Yu" bath, but
such decrease was recognised only in the heart, brain, adrenals after a weak radio-
active *Kenkyusho-sen".
2) A series of baths:
The concentration of the total cholesterol of the lungs, heart, brain, adrenals
and the ester cholesterol of adrenals decreased after a series of *Hisui-no-Yu"
baths for 4 weeks.
3) A series of baths in cholest~rol fed rats:
The concentration of the total cholesterol of the above mentioned organs and the
ester cholesterol of the adrenals in the bathing group remained decreased during
the experiment comparing with the control group.
